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資　 料　 番　 号 1
新技術の名称
官 民 連 携

取水堰及び洪水吐用ラビリンスゲー トユニ ッ

トの開発



研究開発の概要（取水堰及び洪水吐用ラビリンスゲー トユニッ

トの開発）

1 ．研究開発の概要

ラビリンス堰の放流能力の高 さに着目し，水源・取水施設の低 コス ト化等を図るた

め，ラビリンス堰の開発を行う。

2 ．中人効果

・ かんがい用の貯水池であるため池，フィルダムにおいて洪水流量をダム下流へ安全

に流下させるための構造物である洪水吐きの低コス ト化

・ 洪水吐き設備建設の工期短縮
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［設計参考資料］

1 ．ラビリンス堰

1 －1 ラビリンス堰の効果

ラビリンス堰は、図－1． 1に示すように越流部がジグザグ形状をした越流堰で、単位

堰幅当たりの越流長さが従来の直線堰 と比較 して長く取れることよ り、格段の放流能力を

有している。

よって、この特性を利用すること

により次の効果を得ることができる。

1 ）

2 ）

3 ）

越流幅 （堰幅）を小さくすることが

できる。

越流水深を小さくすることができ

る。

従来と同堰幅の設備において、放流

量を大きくすることができる。
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図－1．1ラビリンス堰 概要図

1 －2 効果の応用

前項の効果をため池、調整池等の洪水吐改修や新設に応用することで、以下に述べる．メ

リットが得 られる。

1 ）設備の小規模化 の応用

設備を小規模にすることができるということは、新設設備のおいては地山掘削土工費

や基礎処理費、法面 施工費、法面維持管理費を縮減できるということである。おおよ

そラビリンス堰を適用することで図－1． 2 に示すように条件によっては堰幅を直線堰

の1／2 程度以下 にすることができる。
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設計条件 H ／P

図－1．2 ラビリンス堰の堰幅縮小効果の一例

（ R ／丁＝ 2 ／3 T ／P ＝ 0 ．3 Å／W ＝ 0 し／W ＝ 4 ）

解説 H ：越流水深 P ：堰 高 R ：堰上端の R

T ：堰厚み W ：1周期当たりの幅 L ：1周期当たりの越流長さ

A ：水流に対して直角な越流長さの半分

圧縮率60％とは 10mの堰ならば4m にすることができるということ
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2 ）貯水容量の増大

堰天端標高＝越流水

の応用

であることよ り、 越流水深が小さくなるというこ

とは堰天端標高が高くなるということである。（注 ：設計洪水位は一定）通常、堰天端

標高が常時満水位であるので、このことは貯水容量が増大するということに他ならない。

既設貯水池においては、堤防の嵩上げなしに貯水容量を増大させることができる。



2 ． ユニット型ラビリンス堰

2 －1 ユニット型ラビリンス堰の考え方

ラビリンス堰を現場に適用する形 としてはコンクリー ト製、鋼製が考えられるが、ため

池や調整池規模の設備においては”省スペース” ということが重要なポイントとなる。す

なわち、ギザギザの数を多 く（＝高密度）するためには、堰の厚みを薄くせざるを得ない

ということになり、鋼製でなければ造ることが難しいとことになる。

鋼製ということになれば工場で製作することにな り、現地作業は製品をセ ットするだけ



2 －2 積準ユニット

標準ユニットとしては下記の前提条件をもとに、 2 タイプのユニットを決定している。

・ 搬送、据え付けに適した大きさ、重量であること。

・ 入手が容易な材料であること。

・ 設置後のメンテナンスが不要となるようにすること。

l　 型　 ユ　 ニ　 ッ　 ト Il　 型　 ユ　 ニ　 ッ　 ト

形　　 状　　 図
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使　 用　 区　 分 上 下流 にスペ ースが ないような ス ペ ー ス に余 裕 が あ る比 較 的 大

比較 的小 規模 な設備 向け 規 模 な 設備 向 け

放 流 量 計 算 式

Q　 ＝　 n ・ C w r ・ W l ・ H し5

ここに

Q ：放流 量 （ mソs ）

∩：ユニット個数

・C w r ：越 流幅 当 たりの越 流係 数 （下 表参 照 ）

条　　　　　　 件 C w r　 算　　　 定　　　 式

Ⅰ

型

H／P＝0 ．19 0～ 0 ．3 73 C w r＝ 26 ．99 （H／P）Z－27 ．0 7 （H／P）＋ 1 1 ．3 1

H／P＝0 ．37 3～ 0 ．73 3 C w r＝ 5，6 27 （‖／P）2－10 ．39 （H／P）＋ 8 ．033

H／P＝0 ．733 ～ 1．04 9 C w r＝ 1．了6 8 （H／P）Z－4 ．97 1 （H／P）＋ 6 ．13 1

ll

型

H／P＝0 ．2 10 ～ 0 ．294 C w r＝ 1了．0 3 （＝／P）Z－18 ．94 （H／P）＋ 10 ．80

H／P＝0 ．2 94 ～ 0 ．56 1 C w r＝ 6 ．47 3 （H／P）之－12 ．4 5 （H／P）＋ 9 ．790

H／P＝0 ．5 6 1～ 1．070 C w r＝ 3 ．27 1（H／P）壬－8 ．253 （H／P）＋ 8 ．440

H ：越 流水 深 （ m ）

W l ：ユニット一個 の 実越 流 幅 （＝ 0 ．75 m ：l 型 ）

（＝1．了5 2m ll 型 ）

P ：堰 高 （＝ 1．O m ：共 通 ）

W ：ユ ニ ッ ト幅 （サ イ クル幅 ）



使　 用　 材　 賓 接水面 ：ステンレス鋼 （SUS3 04）

埋設部 ：一般構造用圧延鋼材 （SS400 ）

準　 拠　 基　 準 水門鉄管技術基準

留　　 意　　 点 り選定の際のサイクル数は （ユニットの数 ）は正数倍

2）貯水池凍結 により荷重は見込んでいない．凍結する場合は別途

検討が必要．

3）越流水深 によっては不安定流況が発生する領域がある．

1 型 ：越流水深　 0 ．37～0 ．73 m

ll型 ：越流水深　 0 ．29～0 ．56 m

対　 策

・下流水深 を堰天端程度まで堰上げる．

・堰直下流 を急流水路とする．

・スポイラーを取 り付ける ・

4）薄層越流の場合水脈振動を起こす可能性が ある．

対　 策

・スポイラー、乱流板を状況を見て取り付ける．

（トルクチューブ式起伏ゲー ト技術 の応用 ）

5）放流能力が高 い分、接近流速が速 くなることを考慮すると、接

近水路 を極 力短 くすることが （可能な らば無 くして）望 ましい。

6）流入水路始端～ラビリンス堰末端 は水平水路床 とする。

7）強度 的には越流水深 1 ．00 m までを適 用範囲 とする。それ以上

の場合は別途検討が必要。



2 －3 選定の例

次に示す与件に基づいてユニット型ラビリンス堰を選定する。

○与 件

放流量 4．O mソs

越流水深 0．3 m

（ 1）ユニットタイプの選定

越流水深が 0．3 m であるので、不安定領域間題を考慮し Ⅰ型を選定する。




